
生活指導というと，多くの人は，服装，ヘアスタイル，アクセサ

リーを校則に従って管理すること，非行・問題行動を𠮟責したり，

罰を与えたりすること，あるいは不登校や引きこもり対策のことだ

と考えているのではないでしょうか。

本書で強調したいことの 1つは，生活指導とはもともとこういう

管理や取り締まりとは正反対の，子どもの自主性を尊重し，子ども

の社会的な自立を支援する営みとして始まったということです。そ

れがいつのまにか，生徒指導という言葉の登場とともに，子どもを

学校生活に適応させる管理的な営みになってしまいました。

そこで，本書は生活指導の原点は何かを確認することから始めま

した。その原点を一言でいうなら，子どもを生活者としてとらえる

ということです。政策用語では，子どものことを「幼児」「児童」

「生徒」と分けて呼びますが，中学生になったら急に「生徒」にな

るわけではありません。あくまでも彼／彼女にとっては 12歳の自

分を生きる生活者です。12歳の生活者として「生活台」と向き合

い，格闘し，自分自身をつくっているのです。その営みを指導，支

援，援助することが生活指導なのです。

子どもたちを，指導，支援，援助できるためには子どもたちがど

のように生きているのかをつかまないといけません。その方法原理

は「子どもの生活現実から出発する」ということです。とりわけ本

書では，子どもたちが生きている生活世界はどうなっているか，と

くにいじめ・暴力にどう苦しんでいるか，子どもたちが感じている

生きづらさとはどういうものかという考察をもとに，子どもを理解

i
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するとはどういうことなのかを提起しました。

さらに，生活指導の主要な実践方法である集団づくり，生活指導

と学びとの関係，キャリア教育や進路指導，学校づくり等について，

実践例を挙げながら解説しました。

ところで，本書を読まれる学生のみなさん，このテキストを講義

や演習で使われる大学の先生方は，大学での学びについてどうお考

えでしょうか。わたしたちが教えてきた学生は，「正解」を覚える

だけの授業，しかもそれが「正解」とも思えないのに「正解」だと

強制するような授業がもっともつまらないと言います。難しくてす

ぐには理解できないけれども考えなければならないテーマが提示さ

れる授業，実際に考えることを求める授業がおもしろいと言います。

そしてわたしたちは「大学に来てはじめて学ぶことが楽しいと思え

た」という多くの学生たちと出会ってきました。

本書は，生活指導にかかわる「正解」を述べたものではありませ

ん。実践はそれをつくる人や見る人の立ち位置によって，つくり方

や見え方は大きく異なります。問題行動を繰り返す子どもを𠮟って

きちんとさせることが教育だと考える人もいれば，「問題行動」に

は理由や背景があるからそれを理解することから始めようとする人

もいます。落ち着きのない子どもを落ち着かせることが大事だと考

える人もいれば，落ち着きのない行動をとおして何を訴えているの

かをつかもうとする人もいるでしょう。

だからだれにでも納得できる「正解」はないのです。本書も生活

指導にかかわる一定の立ち位置から，わたしたちなりに，今何を考

えなければならないかを渾身の力を込めて提案したものです。考え

てほしい点を各章の扉に First Questionとして掲げておきました。

ぜひ考えてみていただきたいと思っています。
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12の章立て以外にもとりあげるべきテーマはありますし，First

Question以外にも問うべき課題はあります。その点は，巻末の参

考文献を参照いただいたり，講義・演習でのディスカッションをと

おしてそれぞれに深めていただきたいと思います。本書が読者諸氏

の生活指導観の形成・再構築，実践の指針となれば幸いです。

最後になりましたが，本書の刊行にあたって，有斐閣および編集

担当者の中村さやかさんには大変お世話になりました。編集会議で

の中村さんの「これでは初学者には理解できないのではないでしょ

うか」というコメントに，相手にわかりやすく伝える工夫をする大

切さを学ばされました。ここに記して，深く感謝申し上げます。

2014年 10月 7日

執筆者を代表して 山本 敏郎
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サラマンカ声明 153

参 加 196,236

協力としての 240

権利としての 236

三者協議会 253

自己肯定感（自己否定感） 74,117,

231

しごと 180

自尊心（自尊感情） 135,137

他者の 138
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自 治 4,33,57,191,238

活動 248

訓練 33,35

集団 4,44,59,238

の単位集団 180

権利としての 241

三者 252

7・5・3現象 226

指導（指示） 79,101

方針 99,189

毅然とした 5,63

行為・行動の 58

児童会 242

児童憲章 78

児童中心主義 32,48

支配 被支配関係 139,145,177,178,

239

自分くずし 86

市民性 228

社会化 60,199

社会関係 200

社会権 24,248

社会参加 115

社会的実践主体 11,17,35,44,160,

197,248

社会的不平等 123

社会認識 201

社会問題 204

自 由 23

精神的 158

積極的 23

自由権 23,75,82,174,248

重層的傷つき 115

集 団 58

観 65

の構造 140

のちから 59,67

の発展 161

基礎 180

自治 4,44,59,238

第 1次 179

民主的 57,179

集団づくり 4,48,55,179

主権者 228

障害児教育 154

情勢分析 188

承認の問題 113,121

消費者主義 247

消費者ニーズ 244

消費文化 118

職業観 217,222

職業教育 222

「職業的発達にかかわる諸能力」 217

自 立 21,23,75

と依存 22

人格的自律権 75

新教育運動 →戦後新教育

「新教育指針」 237,238

「新時代の『日本的経営』」 226,233

「新制中学校・新制高等学校 望ましい運

営の指針」 237,238

身体（症状） 74,103

進路指導 216,222

スクールカースト 120

ストレッサー 134

生活基盤の問題 113

生活訓練 29,32

生活現実 20,40,52,121,124,144,

196,237

生活指導 4,28,48

論争 5,7

学習法的 29

教科における 7,197

訓練論的 29

生活者 13,33

生活台 39,100

生活綴方（教育） 4,29,36,53

生活綴方運動 198
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生活統制 40

生活認識 201,211

精神衛生 49

生存権 82

生存の問題（生存の危機） 113,121,

127

生徒会 242

生徒指導 5,48,60

『生徒指導支援資料』 135

『生徒指導提要』 5,60,96

『生徒指導の手びき』 5,60

世界人権宣言 77,153

ゼロトレランス 5,63,88

全会一致 186

全国生活指導研究者協議会（全生研）

57

戦後新教育（新教育運動） 48,198

選択的コミットメント 119

相対的貧困率 114

組 織 185

存在要求 113,121,124

● た 行

多数決 185

探究活動 203

地域教育計画 198

地域住民 245

地方教育行政法 238

中央教育審議会（中教審） 216,245

綴方科 30

綴方教育 36

『綴方生活』 36

出会い直し 207,210

適 応 12,60,123

主義 51

討 議 178,184,248

づくり 58,178

の指導 185

当事者 18,125,208

同質性（同質的な関係） 119,139

の強化 120

道徳教育 48

当番活動 180

陶 冶 10

討 論 184

特別権力関係 240

特別支援教育 154

特別な教育的ニーズ 153,167

特別なニーズ 153

● な 行

仲間づくり →学級づくり

日常の世界 200

ニート 224

日本綴方の会 52

人間形成 30

『人間の壁』 67

● は 行

排 除 120,139,154,155

パターナリズム 157

発達課題 71

発達権 73,82

発達要求 22,113,121,124

班 175,178

づくり 58

の独自活動 180

班・核・討議づくり 178

班長指導 183

被害者 140

へのケア 146

非 行 12

PISA（OECD生徒の学習到達度調査）

195

非正規雇用 225,233

PTA 246

三役会議 250

標準的ライフコース 227,232
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貧 困 104

子どもの 114

フォロアー 184

複合的剥奪 115

不適応 12,49,60

不登校 12

暴 力 12,84,104

概念 135

行為 136

構造的 144

校内 132

個人的 136

垂直 139

水平 139

保 護 77

される権利 81

保護者 145,147,236,243,245,251

の消費者ニーズ 243

ボ ス 54

北方教育 38

『北方教育』 38

北方教育社 38

ホームルーム 49

●ま 行

まなざしの地獄 118

学 び 196

見られていないかもしれない不安

118

民主主義 28,57,76,238

民主的統治能力 59,65

みんなぼっち 120

もどり 202

問題行動 12,75,83,97,108,114,

132,159,195

文部省（文部科学省） 5

●や 行

『山びこ学校』 53,199

要求（ニーズ） 23,66,124,208,248

の主体 208

の発議 188

呼びかけ 18,106,209

弱 さ 106,161

への攻撃 138

● ら 行

リーダー 54,145,182

指導 178,183

民主的な 182

リーダーシップ 182

領域概念 5,6,8

ルールづくり 163

民主的な 178

労働者の権利の学習 229

● わ 行

わたり 199
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今井誉次郎 37

岩川直樹 115

上田庄三郎 37

大西忠治 55

小川太郎 8

● か 行

ガルトゥンク（J. Galtung） 135

北原白秋 30

玄田有史 224

小西健二郎 54

●さ 行

小砂丘忠義 36

志垣寛 37

鈴木和夫 125,202

鈴木正気 199

鈴木三重吉 30

鈴木道太 41

● た 行

高橋哲哉 18

竹内常一 196

谷本富 28

田上新吉 31

テイラー（F. W. Taylor） 239

手塚岸衛 32

デューイ（J. Dewey） 48

トラックスラー（A. E. Traxler） 49

● な 行

内藤朝雄 122,142

成田忠久 38

野口援太郎 34

野村芳兵衛 33,37

●は 行

樋口勘次郎 30

フレーベル（F. W. A. Fröbel） 70

ヘルバルト（J. F. Herbart） 28

ホッブズ（T. Hobbes） 76

● ま 行

マカレンコ（А. С. Макаренко） 14,

59

見田宗介 118

峰地光重 31

宮坂哲文 7,49,55

無着成恭 53,199

村山俊太郎 38
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●ら 行

ルソー（J.-J. Rousseau） 70
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